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自
衛
隊
の
中
東
派
兵
・
安
保
法
制
と
日
本
国
憲
法

飯
島
滋
明

１　
自
衛
隊
の
中
東
派
兵
の
経
緯

２
０
１
９
年
7
月
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
で
の
民
間
船
舶
の
安
全
確
保
を
名
目
と

す
る
「
有
志
連
合
」
を
提
唱
し
、
各
国
に
参
加
を

呼
び
か
け
た
。
そ
の
際
に
は
安
倍
政
権
は
参
加
し

な
い
意
向
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
19
年
10
月
、
河

野
防
衛
大
臣
は
「
調
査
・
研
究
」（
防
衛
省
設
置
法
４

条
18
号
）
を
根
拠
に
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
派
兵

の
検
討
を
は
じ
め
た
。
19
年
12
月
27
日
、
海
自
の

Ｐ
３
Ｃ
と
護
衛
艦
の
中
東
派
兵
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
20
年
1
月
11
日
、
那
覇
基
地
か
ら
Ｐ
３
Ｃ
が

派
兵
さ
れ
た
。
2
月
2
日
に
は
横
須
賀
か
ら
護
衛

艦
「
た
か
な
み
」
が
派
兵
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。「
調
査
・
研
究
」
を
根
拠
と
す
る
自
衛
隊

の
中
東
派
兵
、
そ
し
て
「
国
会
承
認
」
な
し
に
自

衛
隊
を
派
兵
す
る
安
倍
自
公
政
権
の
問
題
は
多
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
異
な
る
視
点
か
ら

「
自
衛
隊
の
中
東
派
兵
」
を
論
じ
る
。

特
集
1　
自
衛
隊
中
東
派
兵
に
反
対
す
る

２　
自
衛
隊
の
中
東
派
兵
と
憲
法

イ
ラ
ン
の
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
殺
害
に
よ
り
、

中
東
で
は
戦
争
の
危
険
性
す
ら
懸
念
さ
れ
た
。
た

だ
、
こ
う
し
た
状
況
で
も
安
倍
自
公
政
権
は
自

衛
隊
派
兵
の
中
止
を
検
討
し
な
か
っ
た
。
1
月

11
日
、
那
覇
基
地
か
ら
Ｐ
３
Ｃ
が
派
兵
さ
れ
た
。

２
０
１
９
年
12
月
27
日
の
閣
議
決
定
の
際
、
安
倍

首
相
は
「
原
油
輸
入
の
9
割
は
中
東
に
頼
っ
て
い

る
」
な
ど
と
発
言
し
た
。
中
東
へ
の
自
衛
隊
派
兵

は
元
幹
部
自
衛
官
か
ら
も
擁
護
す
る
発
言
が
相
次

い
だ
。
た
と
え
ば
元
海
上
自
衛
隊
海
将
の
香
田
洋

二
氏
は
、「
事
態
が
悪
化
し
た
か
ら
こ
そ
、
自
衛

隊
を
派
遣
す
べ
き
」
と
発
言
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
自
衛
隊
を
中
東
に
派
兵
す
る
と
決

断
し
た
安
倍
首
相
等
の
政
治
家
の
動
向
は
ど
う

か
。
中
東
が
戦
争
の
危
険
性
が
あ
る
と
、
安
倍
首

相
の
中
東
訪
問
の
延
期
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
が
報
道
さ
れ
る
と
、
ネ
ッ
ト
で
は
安
倍
首
相
に

対
し
て
「
卑
怯
者
」「
相
変
わ
ら
ず
逃
げ
足
だ
け

は
早
い
」
な
ど
と
の
批
判
が
相
次
い
だ
。

１
９
４
５
年
3
月
、
沖
縄
戦
が
は
じ
ま
る
と
、

政
府
は
沖
縄
の
市
民
や
兵
士
に
は
徹
底
抗
戦
を
命

じ
た
。
と
こ
ろ
が
政
治
家
た
ち
は
１
９
４
４
年
10

月
以
降
、
東
京
か
ら
長
野
県
松
代
に
逃
げ
る
準
備

を
し
て
い
た
。
１
９
４
５
年
8
月
9
日
、
ソ
連
軍

が
満
洲
に
侵
攻
し
た
。
そ
の
時
、
関
東
軍
は
市
民

を
守
る
ど
こ
ろ
か
女
性
や
子
ど
も
を
置
き
去
り
に

し
て
逃
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
で
犠
牲
に
な

る
の
は
市
民
や
一
般
兵
士
で
あ
る
こ
と
、
戦
争
を

は
じ
め
た
政
治
家
や
軍
の
上
層
部
は
い
ざ
と
な
れ

ば
逃
げ
る
な
ど
、
卑
怯
で
無
責
任
な
行
動
を
と
っ

た
。だ
か
ら
こ
そ
日
本
国
憲
法
で
は
徹
底
し
た「
平

和
主
義
」
が
採
用
さ
れ
、
政
治
家
や
軍
の
上
層
部

に
対
し
て
無
責
任
な
「
戦
争
」
や
「
武
力
行
使
」

を
禁
止
し
て
い
る
。た
と
え
ば
憲
法
前
文
で
は「
日

本
国
民
は
、
…
…
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦

争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と

を
決
意
し
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

無
責
任
な
政
治
家
や
軍
の
上
層
部
が
戦
争
な
ど

を
決
断
す
る
こ
と
、
そ
し
て
犠
牲
に
な
る
可
能
性

が
高
い
の
は
、
戦
争
を
は
じ
め
た
政
治
家
や
軍
の

上
層
部
で
は
な
く
一
般
兵
士
と
い
う
事
実
は
、
自

衛
隊
の
中
東
派
兵
も
同
じ
で
あ
る
。
２
０
２
０
年

1
月
11
日
、
海
上
自
衛
隊
那
覇
基
地
か
ら
派
兵
さ

れ
る
自
衛
官
の
隣
で
泣
い
て
い
る
女
性
の
姿
は
テ

レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
た
。
2
月
2
日
に
派
兵
さ
れ
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集
1
　
自
衛
隊
中
東
派
兵
に
反
対
す
る

る
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
に
搭
乗
予
定
の
自
衛
官

が
家
族
に
遺
書
を
書
い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
自
衛
隊
の
中
東
派
兵
で
犠
牲
に
な
る
可
能
性

が
高
い
の
は
派
兵
さ
れ
る
自
衛
官
で
あ
り
、
家
族

な
ど
は
派
兵
さ
れ
た
自
衛
官
を
心
配
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
置
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
中
東
の
平
和

と
安
全
が
「
日
本
に
と
っ
て
死
活
的
に
重
要
」
と

発
言
し
て
い
た
安
倍
首
相
本
人
は
、
中
東
が
危
険

に
な
る
と
中
東
訪
問
の
延
期
を
検
討
す
る
。

元
幹
部
自
衛
官
も
、
自
分
た
ち
は
実
際
に
危
険

な
地
域
に
行
か
な
い
か
ら
勇
ま
し
い
こ
と
を
言

う
。
元
海
上
自
衛
隊
海
将
の
香
田
洋
二
氏
は
「
こ

の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
最
も
優
先
し
て
考

え
る
べ
き
は
、
日
本
人
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
」
と
発
言
す
る
。
言
語
道
断
で
あ
る
。「
財
産
」

を
守
る
た
め
に
「
自
衛
官
の
命
」
を
危
険
に
さ
ら

す
べ
き
な
ど
と
発
言
す
る
の
は
無
責
任
極
ま
り
な

い
。
日
本
関
係
船
舶
の
安
全
は
外
交
的
手
段
で
解

決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
安
倍
首
相
以
下
の

政
治
家
た
ち
は
粘
り
強
く
平
和
的
外
交
努
力
を
続

け
る
べ
き
で
あ
る
。
自
分
た
ち
は
決
し
て
戦
場
に

行
か
ず
、
中
東
に
派
兵
さ
れ
る
自
衛
官
の
命
の
重

み
、
派
兵
さ
れ
る
自
衛
官
を
気
遣
う
家
族
の
こ
と

を
配
慮
し
な
い
、
無
責
任
な
政
治
家
や
元
幹
部
自

衛
官
の
口
車
に
乗
り
、
自
衛
隊
の
中
東
派
兵
を
認

め
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
戦
場
に
行
か
な
い
政
治
家
や
幹

部
自
衛
官
は
「
日
本
人
の
生
命
を
守
る
た
め
」「
国

際
平
和
」
な
ど
と
美
辞
麗
句
を
な
ら
べ
て
、「
集

団
的
自
衛
権
」
に
代
表
さ
れ
る
、
世
界
じ
ゅ
う
で

の
武
力
行
使
を
可
能
に
す
る
「
安
保
法
制
」
や

「
自
衛
隊
明
記
の
憲
法
改
正
」
に
賛
成
す
る
。
し

か
し
、
戦
場
に
実
際
に
行
か
さ
れ
る
曹
士
自
衛
官

や
そ
の
家
族
、
関
係
者
の
多
く
は
「
安
保
法
制
」

や
「
自
衛
隊
明
記
の
憲
法
改
正
」
に
反
対
し
て
い

る
こ
と
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
自
衛
官
の
発
言

に
つ
い
て
は
私
も
編
者
と
な
っ
て
い
る
『
安
保
法
制
を
語

る
！　
自
衛
隊
員
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
発
言
』﹇
現
代
人
文
社
、

２
０
１
５
年
﹈、『
自
衛
隊
の
存
在
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
』

﹇
現
代
人
文
社
、
２
０
１
８
年
﹈
参
照
）。

３　
中
東
へ
の
自
衛
隊
派
兵
と
安
保
法
制

２
０
１
９
年
12
月
27
日
の
閣
議
決
定
の
際
、
安

倍
首
相
は
「
中
東
地
域
の
平
和
と
安
定
は
日
本
に

と
っ
て
は
死
活
的
に
重
要
」
と
発
言
し
て
い
る
。

中
東
に
派
兵
さ
れ
る
自
衛
隊
が
有
事
に
遭
遇
し
た

際
に
は
「
海
警
行
動
」（
隊
法
82
条
）
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
２
０
１
５
年
の

国
会
審
議
を
見
れ
ば
、
そ
し
て
今
も
安
倍
首
相
が

中
東
地
域
の
平
和
と
安
全
が
「
死
活
的
に
重
要
」

と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
安
保
法
制
」

が
あ
る
限
り
、「
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
」
で
の
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
含
む
、
ア
メ
リ
カ
と
の
共
同
武

力
行
使
に
自
衛
隊
が
加
担
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

２
０
１
９
年
11
月
7
日
の
安
保
法
制
違
憲
訴
訟
東

京
地
裁
判
決
で
は
、「
米
国
に
よ
る
戦
争
」
が
「
予

測
を
述
べ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

最
近
の
中
東
情
勢
を
見
て
も
、「
戦
争
」
の
危
険

性
は
「
予
測
を
述
べ
る
も
の
」
な
ど
と
切
り
捨
て

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
イ
ラ
ン
革
命
防

衛
隊
は
声
明
で
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
に
対
し
、

各
国
の
領
土
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
攻
撃
に
使
わ
れ

た
場
合
、
イ
ラ
ン
の
反
撃
の
標
的
に
な
る
と
警
告

し
た
。
情
報
提
供
な
ど
を
含
め
、
自
衛
隊
が
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
活
動
に
協
力
す
れ
ば
、
日
本
自
体
が

攻
撃
対
象
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
通
過
す
る
日
本
船
舶
が
攻
撃
対
象
と
な

る
危
険
性
を
も
た
ら
す
。

（
い
い
じ
ま
・
し
げ
あ
き
／
名
古
屋
学
院
大
学
）


	



